
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今津 →  

9：26 

10：51 

11：51 

12：51 

13：51 

14：51 

 

３．減災コミュニティ空間づくり 

 

マキノのええとこ、たかしまの 

ええ とこ 、おしえてもらお

っ！！ 

２.訪れたい・滞在したい 

と思わせる地域間交流の

空間づくり 

 

 

 

～平成２５年度高島市協働提案事業～ 

一般社団法人めいどいんマキノ 

今津 →  

9：26 

10：51 

11：51 

12：51 

13：51 

14：51 

15: 51 

16: 51 

 

← 永原  

9：50 

10：50 

11：50 

12：50 

13：50 

14：50 

15: 50 

16: 50 

マキノ

駅 

 

１．コミュニティビジネスによる 

ブランドづくりと担い手づくり 



★平成２４年度の「駅前空間創造ワークショップ」で住民主体・主導で実現可能なことのまとめ 

 

 

市民主体 

 

市民の責任と主体

性により独自に行

う領域 

 

市民主導 

 

市民の主体性の

もとに行政の協力

を得て行う領域 

 

市民・行政 

 

市民と行政が連

携・協力して行う

領域 

 

行政主導 

 

行政の主体性の

もとに市民の協力

や参加を得て行う

領域 

 

行政主体 

 

行政の責任と主体

性により独自に 

行う領域 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★平成２５年度 ―また寄ってもらえるようにー                                                              

 なごんだ雰囲気づくり（出役や強制ではなく参加が出来る取組み） 

 おそうじ散歩    中央緑地帯周辺の自然   こうなったらいいな市 

 

施設のゆるやかな開放     草刈りとネジ花の保護（守るｲﾍﾞﾝﾄ）   10/20栗マラソンとｹﾔｷ並木ﾙｰﾄ 

名所の活用            正面の商店会看板とケヤキの枝     かまどベンチといっぷく広場 

広場の活用            ケヤキ並木の大崎桜とのすみわけ   地域内のすみわけ・相乗効果 

JR ﾀﾞｲﾔを意識した実施      緑地帯でのｵｰﾌﾟﾝｱｰﾄｷﾞｬﾗﾘｰ      ものづくりマルシェ 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●駅前広場 

●アクアパレス通り周辺 

   （噴水広場含む） 

●湖のテラス周辺 

●コミュニティ 

●駅舎 

●公共交通 

●関西アーバン銀行 

（一等地空間） 

●あったか市広場    

●湖周道路交差点 

 

協働の領域 

 

発見・気づき・空間活用・ゆるい集まり 

地域内・各団体と連携して進めていく 

こどもワ-クショップ 

 ５４の意見 

 

地元自治会 

（集まる話題 

が増える。 

商工会館が  

身近に。) 

 

H25協働による実践 
H24 

育てていこう! 

「おそうじ散歩と市
いち

の実施」と往復 1㌔空間 



 

 

 

 

 

①まちづくり村おこしから育まれた物産品の交流販売と情報発信の機能（賑わい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②JR ダイヤ待ちや WC 公衆利用場所としての休憩機能（安心） 

（コミュニティビジネスによる原資獲得とアンテナショップとしてのリピートファン獲得） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．地域資源を活かした交流と情報発信の場としての公共空間づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

①ワークショップで実践のアイデア抽出 

・7月 5日（昨年度の振り返りと実現できそうなこと） 

 

 

 

 

 

 

 

・8月 6日「マキノ駅前がこうなったらいいなあ市」の計画 

 

 

 

 

 

 

 

②7月 26日「マキノ駅前夕涼みおそうじ散歩」 

 

 

 

 

 

 

 

③10月 20日「マキノ駅前がこうなったらいいなあ市
いち

」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．実現出来そうな実践を進める「駅前空間創造ワークショップ」 

 

 

  

  

 

 

  



 

④こどもカフェの場面づくり（地元中学生参画） 

→マキノ駅前物産会館七夕フェア(7/7) 

→マキノ駅前がこうなったらいいなあ市(10/20) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①3月 16日「マキノ駅前自治会防災訓練」と「かまどベンチ」を活用した 

一時避難所における減災協働空間の機能（安心安全） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ. 減災のコミュニティ空間づくり 

 

 

 

 

自治会長の 

近藤で         

ございます! 



 

 

 

 

 

 

 

①たかしま伝統産業のアンテナショップとして北玄関からの情報発信 

         （高島ちぢみ）             （近江扇子） 

 

 

 

 

 

 

 

②協働提案事業者間同士の連携構築（ぎょうれつ本舗さん） 

 

 

 

 

 

 

 

③地元小中学生を対象とした学習塾開設を 

“こども 110番のお家”機能を活かした視 

 点から事業提案者事務所のあるマキノ商 

工センター定期利用へ 

      

 

   

 

 ④地域（地元自治会）の見守りカフェに 

物産会館を定期利用化 

 

 

 

 

 

 

 

 

※賑わいと安心の空間づくりを目指す 

コミュニティビジネスの広がりと見守りの空間創造 

 

 

 

 

 

 

 
3/26「高島見守りネットワーク事業」協力事業者協定締結 



 

 

 

 

 

     ①山村集落を対象とした“交流軽トラ市”について、10月 20日に開催の「マキノ駅前 

がこうなったらいいなあ市」に企画時、駅前中央緑地帯（ケヤキ並木 30ｍ道路）を 

片側通行止めによる歩行者天国化として許可していただける。 

                    （緑地帯ではｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌとクラフト市場に） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

     

     ②10月 20日に開催の「マキノ駅前がこうなったらいいなあ市」に来場客を繋ぐため 

    「びわこ高島栗マラソン」参加者のシャトルバス乗降所を、昨年までの既設バス停 

乗降所からマキノ駅正面への臨時乗降所に変更していただける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③駅前交流公園のアミューズメントプラザに交流用ベンチが新設。 

    フットライトも修繕され、夕方から午後 10時までライトアップ化されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼＝行政サイドのご協力による変化＝ 

 

 

  

  

駅正面を

乗降所に 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働に関わっていただいた駅前商店会からの自発的事業提案を受け 

“ここへ行けば出会える・語り合える人と場面の往復１㌔空間”の創造 

＝変化の発生＝            実現に向けて 

 

 

 

 

 

小さいとこから

始めてみよう! 

そして失敗して

課題を話し合お

うや! 

(同 金谷副会長) 

良い話をもって

きたんや。    

まぁ話聞いて！     

（駅前商店会 

芦本会長） 

振り返りと 

継続のｽﾃｰｼﾞへ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参

考

資

料 


